
潜
血
検
査
を
勧
め
ま
す
。
大
腸
が
ん
に
対

す
る
各
種
精
密
検
査
の
感
度
は
１
０
０
％

で
は
な
く
、
最
も
精
度
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
る
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
さ
え
病
変
の

見
逃
し
率
が
15
％
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま

す
。
精
密
検
査
に
よ
る
大
腸
が
ん
の
見
逃

し
を
皆
無
に
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難

で
あ
り
、
精
密
検
査
で
異
常
が
な
か
っ
た

場
合
で
も
便
潜
血
検
査
に
よ
る
毎
年
の
検

診
フ
ォ
ロ
ー
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
貧
血

や
下
血
、
血
便
な
ど
の
目
に
見
え
る
出
血

が
あ
る
場
合
は
、上
部
消
化
管
（
胃・小
腸
）

か
ら
の
出
血
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
上

部
内
視
鏡
検
査
（
胃
カ
メ
ラ
）
も
積
極
的

に
行
う
べ
き
で
す
。

お
わ
り
に

　

便
潜
血
検
査
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

は
、
が
ん
検
診
の
中
で
も
死
亡
率
が
下
が

る
こ
と
が
最
も
よ
く
証
明
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
便
潜
血
検
査
陽
性
の
場

合
の
精
密
検
査
受
診
率
は
60
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
大
腸
が
ん
患
者
の
半
数
が

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

便
潜
血
検
査
で
陽
性
に
な
っ
た
方
は
、
が

ん
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
っ
た
よ

う
な
も
の
で
す
。
大
腸
が
ん
は
早
く
見
つ

け
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で
完
治
が
望
め

る
病
気
で
す
。
必
ず
大
腸
内
視
鏡
検
査
を

行
い
、
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

を
お
勧
め
し
ま
す
。

精
密
検
査
で
異
常
が
な
か
っ
た
場
合
は
？

　

大
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
の
精
密
検
査
で

異
常
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
翌
年
の
便

れ
た
方
は
、
い
つ
ご
ろ
受
け
た
か
に
よ
っ

て
も
方
針
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
精
密
検

査
を
す
る
か
ど
う
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
迷
わ
れ
て
い
る

場
合
や
、
分
か
ら
な
い
場
合
、
ご
自
身
で

判
断
さ
れ
ず
に
、
医
師
と
相
談
す
る
こ
と

便
潜
血
検
査
陽
性
を
指
摘
さ
れ
た
ら

す
べ
き
こ
と

　

便
潜
血
検
査
陽
性
を
指
摘
さ
れ
た
場
合

に
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け
る
べ
き
で

す
。
精
密
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
方
は
、

受
け
た
方
と
比
べ
て
死
亡
リ
ス
ク
が
５
倍

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
精
密
検
査

の
方
法
で
、
最
も
精
度
が
高
い
の
は
大
腸

内
視
鏡
検
査
で
す
。「
も
う
一
回
便
潜
血

検
査
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
来
ら
れ
る

方
も
時
々
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
番

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
大
腸
が

ん
は
常
に
出
血
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、

進
行
が
ん
で
も
10
％
は
便
潜
血
検
査
陰
性

と
な
る
た
め
、
精
密
検
査
と
し
て
便
潜
血

検
査
を
も
う
一
回
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
便
潜
血
検
査
が
陽
性
の
場
合
に

は
速
や
か
に
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
一
般
的
に
大
腸
内
視
鏡
検
査

へ
の
拒
否
反
応
は
強
く
、
便
潜
血
検
査
で

陽
性
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
内
視
鏡
検

査
を
受
け
な
い
方
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。「
痔
が
あ
る
か
ら
そ
の
せ
い
だ
」、「
生

理
中
だ
っ
た
」、「
以
前
も
引
っ
か
か
っ
て

精
密
検
査
を
受
け
た
が
問
題
な
か
っ
た
」

な
ど
が
精
密
検
査
を
受
け
な
い
主
な
理
由

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
理
由
は
大
腸
に
問
題

が
無
い
こ
と
の
根
拠
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

痔
が
あ
っ
て
も
精
密
検
査
は
推
奨
さ
れ
ま

す
。
生
理
中
だ
っ
た
場
合
は
再
検
査
が
検

討
さ
れ
ま
す
。
以
前
精
密
検
査
を
受
け
ら

は
じ
め
に

　

２
０
２
０
年
初
め
か
ら
国
内
で
も
始

ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
社
会
慣
習
は
大

き
く
変
わ
り
、
患
者
の
受
診
行
動
に
も
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
日
本
対
が
ん
協
会
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
５
大
が
ん
（
胃
・
大
腸
・

肺
・
乳
・
子
宮
頚け

い

）
検
診
は
、
２
０
２
０

年
４
月
・
５
月
に
前
年
同
期
の
２
割
未
満

に
ま
で
落
ち
込
み
、
そ
の
後
、
回
復
傾
向

に
あ
る
も
の
の
７
月
時
点
で
も
６
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
が
ん
検
診
の
受
診
控

え
が
生
じ
、
検
診
で
見
つ
か
る
こ
と
の
多

い
早
期
の
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
症
例
が
大

き
く
減
少
し
、
逆
に
大
腸
が
ん
が
進
行
し

た
段
階
で
見
つ
か
る
症
例
が
増
え
た
と
の

報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

便
潜
血
検
査
は
大
腸
が
ん
検
診
で
用
い

ら
れ
て
お
り
、
大
腸
が
ん
早
期
発
見
の

き
っ
か
け
と
な
る
重
要
な
検
査
で
す
。
今

回
、
便
潜
血
検
査
の
有
効
性
や
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

便
潜
血
検
査
と
は
？

　

便
潜
血
検
査
と
は
、
目
で
は
確
認
で
き

な
い
よ
う
な
微
量
の
血
液
が
便
に
混
じ
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

血
液
の
検
出
能
力
は
非
常
に
高
く
、
風
呂

桶
１
杯
に
１
滴
の
血
液
を
垂
ら
し
た
だ
け

で
も
陽
性
に
な
り
ま
す
。
大
腸
に
が
ん
や

ポ
リ
ー
プ
が
で
き
る
と
、
便
が
通
過
す
る

際
に
こ
す
れ
て
、
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
出

血
が
見
ら
れ
ま
す
。
便
潜
血
検
査
は
、
血

便
な
ど
自
覚
で
き
る
症
状
が
出
る
前
の
段

階
で
異
変
を
検
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、

検
診
を
受
け
た
方
で
は
大
腸
が
ん
で
の
死

亡
率
が
60
〜
80
％
低
下
す
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
大
腸
が

ん
で
あ
れ
ば
全
て
便
潜
血
検
査
が
陽
性
と

な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
す
。
大

腸
が
ん
で
便
潜
血
検
査
が
陽
性
と
な
る
の

は
進
行
が
ん
の
90
％
、
早
期
が
ん
の
50
％

で
す
。
要
す
る
に
、
大
腸
が
ん
が
あ
っ
て

も
進
行
が
ん
の
10
％
、
早
期
が
ん
の
50
％

は
異
常
無
し
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
は
怖
い
こ
と
で
す
が
、
毎
年
検

診
を
受
け
る
こ
と
で
大
腸
が
ん
の
４
分
の

３
以
上
は
救
命
可
能
な
段
階
で
発
見
で
き

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
１

回
検
診
を
受
け
た
だ
け
で
安
心
し
て
翌
年

か
ら
の
検
診
を
止
め
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
毎
年
検
診
を
受
け
続
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

便
潜
血
検
査
陽
性
に
な
る
疾
患
と
は
？

　

便
潜
血
検
査
が
陽
性
と
判
定
さ
れ
る
と

不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、「
便
潜
血
検
査
陽
性
＝
大
腸
が

ん
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
便
潜
血
検
査
陽
性
の
方
に
精
密
検
査

を
行
っ
て
大
腸
が
ん
が
見
つ
か
る
確
率
は

２
〜
３
％
程
度
で
す
。
大
腸
が
ん
以
外
で

は
、
良
性
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
、
大
腸
憩
室
、

痔
、
腸
炎
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
す
が
、
約

40
％
で
は
全
く
異
常
を
認
め
ず
、
そ
の
要

因
と
し
て
生
理
的
な
便
中
の
血
液
（
心
配

の
な
い
出
血
）、
上
部
消
化
管
（
胃・小
腸
）

か
ら
の
出
血
や
精
密
検
査
に
よ
る
見
逃
し

の
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
通
保 1信

大腸がん検診
（便潜血検査）のすすめ

大竹市医師会　大江 啓常さん
問い合わせ　　　　　　　
保健医療課　☎59-2141

医師会、薬剤師会の先生方からの、健康よろず話を、
２回にわたって紹介します。
今回は医師会の大江啓常さんに伺いました。
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Health Care
　

保
健
師
な
ど
が
、
地
域
の
サ
ロ
ン
や
会

合
に
出
向
い
て
健
康
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
で
お
集
り
の
際
に
、
講
座

を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
体
操
と
ミ
ニ
講
話
」
な
ど
、
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
合
わ
せ
て
お
好
み
の
内
容
で
実
施

で
き
ま
す
。

対　

象

　

市
内
在
住
の
方
な
ど
で
活
動
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
な
ど

と　

き

　

日
程
は
、
申
込
者
と
調
整
し
て
決
定
し

ま
す
。

　

平
日
10
時
〜
16
時
の
う
ち
、
希
望
す
る

時
間
帯
に
、
30
分
〜
１
時
間
30
分
程
度
で

開
催
で
き
ま
す
。

※
実
施
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
場
や
周
知
に
つ
い
て

　

会
場
の
手
配
や
、
開
催
の
周
知
は
、
申

込
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
の
例

・
講
話
（
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
睡
眠
、
健

診
結
果
の
見
方
、
地
域
の
健
康
状
況
な

ど
）

・
体
操
（
か
ん
た
ん
健
康
体
操
、
ご
当
地

健
康
体
操
「
大
竹
で
生
き
て
い
る
」
な

ど
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
お

願
い

　

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
次
の
点
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

・
参
加
者
の
方
の
体
温
測
定
、
手
洗
い
ま

た
は
手
指
消
毒
の
実
施
と
、
マ
ス
ク
着

用
・
３
密
を
避
け
る
環
境
整
備
な
ど

申
し
込
み　
保
健
医
療
課
へ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
と
よ
く
似

て
お
り
、
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
判

別
は
困
難
で
す
。

　
「
風
邪
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず

は
「
か
か
り
つ
け
医
」
か
「
積
極
ガ
ー
ド

ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
積
極
ガ
ー
ド
ダ

イ
ヤ
ル
）
☎
０
８
２-

５
１
３-

２
５
６
７

（
24
時
間
対
応
）

　

夜
間
な
ど
の
診
療
時
間
外
に
、
急
病
に

な
り
、
対
応
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
正
し
い
応
急
手
当
な
ど
を
知
っ
て
、救
急

医
療
機
関
を
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

＃
７
１
１
９
（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
）

救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
広
島
広
域
都
市
圏

　

看
護
師
な
ど
が
、
病
気
や
け
が
の
症
状

を
把
握
し
て
、
相
談
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
無
料
（
通
話
料
は
相
談
さ
れ
た
方

の
負
担
）

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

☎
０
８
２-

２
４
６-

２
０
０
０

小
児
救
急
医
療
相
談
電
話

夜
間
に
こ
ど
も
（
15
歳
未
満
）
が
急
病
に

な
っ
て
、受
診
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き

電
話
番
号

　

大
竹
市
内
の
固
定
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・

ひ
か
り
電
話
：
０
８
２-

５
０
５-

１
３

９
９

携
帯
電
話　
＃
８
０
０
０
（
局
番
な
し
）

受
付
時
間

　
毎
日
19
時
〜
翌
朝
８
時

　

小
児
科
医
師
・
看
護
師
が
、
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。
症
状
に
応
じ
て
受
診
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
の
目
安
や
、
応
急
手
当

の
方
法
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
小
児
救
急
医
療
相
談
電
話
」「
こ
ど
も

の
救
急
」
で
検
索

休
日
や
夜
間
に
診
療
し
て
い
る
病
院
・

診
療
所
を
探
す
と
き

　
「
救
急
医
療N

ET H
IRO
SH
IM
A

」
で

検
索

　

受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
、
診
療
科
目

ご
と
に
探
せ
ま
す
。

健康づくりを応援します―
問い合わせ
　保健医療課　☎59-2153

出 前 健 康 講 座

出
前
健
康
講
座
の
様
子

発
熱
な
ど
で
受
診
に
迷
っ
た
と
き

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
４
０

Health Care

ワクチン相談窓口など
・ 広島県新型コロナウイルスワクチン相談窓口
（専門的・一般的相談窓口）

電　話 082-513-2847
ファクス 082-211-3006
24時間・土・日曜日、祝日対応

・ 新型コロナウイルスワクチン
　接種の総合案内
　コロナワクチンナビ

追加（３回目）接種（18歳以上の方）
　現在、２回目の接種を完了してから６カ月目に
到達した18歳以上の方に対して、順次、追加（３回
目）接種用接種券を送付しています。
　２月から、集団接種または個別接種が始まりま
す。希望する方は、次のとおり予約してください。
　詳しくは、接種券と同封している案内文を確認
してください。

〇 集団接種（広島西医療センター特設会場）を希
望する場合
　事前確認調査で、３回目接種を集団接種で希望
した方には、あらかじめ日程を定めて通知します。
　それ以外の方は、２月１日（火）８時以降に、電
話やウェブ（ホームページなど）により予約をお
願いします。

〇個別接種を希望する場合
（別紙医療機関一覧）
　２月１日（火）から予約を受け付けます。接種券
が届いても、受付開始日になるまで、個別医療機
関へは連絡しないよう、ご協力をお願いします。

当日のキャンセル連絡先

集団接種　大竹市コロナワクチン集団接種予約
センター
☎082-222-8326
個別接種　各医療機関へ連絡してください。
※ 体調の急変はやむを得ませんが、急なキャンセ
ルは貴重なワクチンを廃棄することになりか
ねません。しっかりと体調管理を行い、時間に
余裕をもって接種場所へお越しください。

初回（１・２回目）接種希望者の方へ
　希望される場合は、新型コロナワクチン接種専
用電話へ。

医療機関一覧（追加（３回目）接種可能医療機関※対象：18歳以上の方）
医療機関名 所在地 電話 備考

山下ケアクリニック 新町1－2－7 54-0852 かかりつけのみ
しまだファミリークリニック 油見3－12－7 53-3022
坪井クリニック 本町1－1－18 52-8337 かかりつけ優先
大和橋医院 本町2－9－4 52-3059
本町医院 本町2－15－17 52-4427
村井内科クリニック 南栄1－6－15 52-8138
おおえ内科クリニック 晴海1－4－13－1Ｆ 35-5552 かかりつけのみ
佐川内科医院 玖波2－4－2 57-2233
メープルヒル病院 玖波5－2－1 57-7451 外来患者、その家族のみ
〇この一覧以外の医療機関でも接種できる場合があります。まずはかかりつけ医にご相談ください。

C O V I D - 1 9
V A C C I N E

大竹市での 新型コロナウイルス感染症の

ワクチン接種のお知らせVOL.9
大竹市新型コロナウイルスワクチン専用電話（こちらからは予約できません）
☎28-1611　受付時間 8時 30分～ 17時（土・日曜日、祝日除く）

接 種 費 用（無料）
ワクチン接種（任意）
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10
月
の
市
広
報
で
紹
介
し
た
介
護
予
防

特
別
企
画
『
健
康
習
慣
を
つ
け
て
健
康
と

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
』
の
景
品
贈
呈

式
を
12
月
17
日
に
、
市
役
所
で
行
い
ま
し

た
。
当
選
者
14
人
の
う
ち
、
当
日
の
出
席

者
10
人
に
、
表
彰
状
と
と
も
に
健
康
に
関

す
る
景
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
な
お
今
回
、『
よ
〜
が
ん
ば
っ
た
賞
』
の

抽
選
に
漏
れ
た
方
の
中
か
ら
、
協
賛
企
業

賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会

社
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
大
竹
市
内
郵
便

局
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
、
大

塚
製
薬
株
式
会
社
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

受
診
に
は
、
各
受
診
券
（
昨
年
５
月
送

付
）
が
必
要
で
す
。
受
診
券
の
再
発
行
は

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
健
診
専
用
電

話
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
の
申
し
込
み

　

各
医
療
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

医療機関名
所在地 電話番号

特定・
後期・
一般健診

胃がん
内視鏡 大腸がん 子宮頸

がん 乳がん 肝炎
ウイルス

対象年齢※1 40歳以上 50歳以上 40歳以上 20歳以上 40歳以上 40歳以上

大竹中央クリニック 新町１-１-25 52-6200 ○ ― ○ ― ― ○

山下ケアクリニック 新町１-２-７ 54-0852 ○ ― ○ ― ― ○

しまだファミリークリニック 油見3-12-7 53-3022 ○ ― ○ ― ― ○

本町医院 本町2-15-17 52-4427 ○ ― ○ ― ― ○

坪井クリニック 本町1-1-18 52-8337 ○ ○ ○ ― ― ○

シルククリニック 本町1-5-6 52-3313 ○ ― ○ ○ ― ○

大和橋医院 本町2-9-4 52-3059 ○ ― ○ ― ― ○

村井内科クリニック 南栄１-６-15 52-8138 ○ ― ○ ― ― ○

広島西医療センター※2
（受け付けは午前中のみ） 玖波４-１-１ 57-7151 ○ ○ ○ ○ ○ ○

おおえ内科クリニック 晴海1-4-13 35-5552 ○ ○ ○ ― ― ○

阿多田診療所 阿多田403-
2 53-7061 ○ ― ○ ― ― ○

佐川内科医院 玖波2-4-2 57-2233 ○ ○ ○ ― ― ○

メープルヒル病院
（受け付けは午前中のみ） 玖波5-2-1 57-7451 ○ ― ○ ― ― ○

※1　対象年齢は令和４年４月１日時点。
※2　広島西医療センターの大腸がん検診と肝炎ウイルス検診は、大竹市が行う特定・後期・一般健診を同時に実施する場合の
み受診可能。

介
護
予
防
特
別
企
画

『
健
康
習
慣
を
つ
け
て
健
康
と

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！
』景
品
贈
呈
式

　

問
い
合
わ
せ

　
　

地
域
介
護
課　

☎
28
６
２
２
６

特定健診 がん検診
後期高齢者健診

今年度の健（検）診は２月28日㊊まで―

問い合わせ
　保健医療課　☎59-2153

自分なりの無理のない範囲の運動を続け
た応募者に、健康に関する景品を贈りま
した。

受診券再発行
健診専用電話
59-2155
（土・日曜日、祝日を除く）
８時30分から17時まで
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被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
健

康
管
理
を
目
的
と
し
て
、
年
２
回
定
期
健

康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

定
期
健
康
診
断

　

今
年
度
は
、
集
団
健
診
と
個
別
健
診
に

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

方
は
、
集
団
ま
た
は
個
別
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
令
和
３
年
10
月
末

に
「
第
２
回
定
期
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

個
別
健
診

　
２
月
28
日
㈪
ま
で

　

希
望
す
る
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

集
団
健
診
・
個
別
健
診
の
共
通
事
項

①
受
診
時
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
、
ま
た

は
健
康
診
断
受
診
者
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

②
交
通
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
該
当
地
区
の
方
に
は
個
別
通
知

の
際
、
説
明
書
と
申
請
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。
受
診
前
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
に
よ
る
健
康
診
断

　

定
期
健
康
診
断
の
ほ
か
に
「
希
望
に
よ

る
健
康
診
断
」（
検
査
項
目
は
定
期
健
康

診
断
と
同
じ
）
を
年
２
回
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
希
望
に
よ
る
健
康

診
断
」
の
う
ち
、１
回
は
「
が
ん
検
診
（
胃・

肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
・
多
発
性
骨
髄
腫
）」

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
に
よ
る
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
は
広
島
県
被
爆
者
支
援
課
援

護
グ
ル
ー
プ
☎
０
８
２-

５
１
３-

３
１

１
６
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
、
健
診
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

集団健診日程表
と　き と　こ　ろ 受付時間

３月４日（金） アゼリアおおたけ
（大竹会館）

９時～11時
13時～15時

個別健診委託医療機関
ところ 医療機関名 電話番号

阿多田403-2 阿多田診療所 53-7061

新町1-1-25 大竹中央クリニック 52-6200

油見3-12-7 しまだファミリークリニック 53-3022

本町1-1-18 坪井クリニック 52-8337

本町1-5-6 シルククリニック 52-3313

本町2-15-17 本町医院 52-4427

本町2-9-4 親和会　大和橋医院 52-3059

玖波2-4-2 佐川内科医院 57-2233

令
和
３
年
度原

爆
被
爆
者

定
期
一
般
健
康
診
断
は

お
済
み
で
す
か

―

問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課　

☎
59
２
１
５
３

第
２
回
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